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産
学
官
の
指
導
的
技
術
者
の
団

体
で
あ
る
日
本
工
学
ア
カ
デ
ミ
ー

（
Ｅ
Ａ
Ｊ
、
安
西
祐
一
郎
会
長
）

は
６
月
16
日
、
都
内
の
衆
議
院
第

一
議
員
会
館
で
「
政
治
家
と
科
学

者
の
対
話
の
会
」
を
開
催
し
た
。

会
に
は
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
の
ほ
か
、

国
会
議
員
の
新
妻
秀
規
参
院
議
員

（
公
明
党
）
、
赤
松
健
参
院
議
員

（
文
部
科
学
大
臣
政
務
官
、
自
民

党
）
、
大
串
正
樹
衆
院
議
員
（
経

済
産
業
副
大
臣
、
自
民
党
）
、
浅

野
哲
衆
院
議
員
（
国
民
民
主
党
）

の
４
名
が
参
加
し
た
。

　

Ｅ
Ａ
Ｊ
政
策
共
創
推
進
委
員
会

主
催
に
よ
る
「
対
話
の
会
」
で
は
、

こ
れ
ま
で
10
回
に
わ
た
り
政
治
家

と
科
学
者
が
意
見
交
換
を
重
ね
て

き
た
。
11
回
目
と
な
る
今
回
は
、

Ｅ
Ａ
Ｊ
側
か
ら
の
話
題
提
供
と
し

て
、
岸
本
喜
久
雄
Ｅ
Ａ
Ｊ
副
会
長
、

養
王
田
正
文
東
京
農
工
大
学
特
任

教
授
、
関
谷
毅
大
阪
大
学
先
導
的

学
際
研
究
機
構
教
授
の
３
氏
か
ら

「
共
創
の
場
形
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
Ｃ
Ｏ
Ｉ

－

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
）
」
に

関
す
る
事
例
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　

会
の
冒
頭
、
新
妻
氏
が
あ
い
さ

つ
し
、
「
気
候
変
動
、
感
染
症
、

食
糧
安
全
保
障
な
ど
、
政
治
の
側

で
求
め
ら
れ
る
課
題
の
解
決
も
、

ア
カ
デ
ミ
ア
の
方
々
の
知
恵
が
な

く
て
は
解
決
で
き
な
い
。
こ
う
し

た
対
話
の
機
会
が
政
治
家
に
と
っ

て
も
、
解
決
策
を
見
出
し
て
い
く

必
須
条
件
と
な
っ
て
く
る
」
と
述

べ
た
。
ま
た
、
意
見
交
換
の
後
、

大
串
氏
は
「
貴
重
な
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
た
。
本
当
に
身
近
な
と

こ
ろ
で
技
術
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

我
々
政
治
家
側
で
も
や
る
べ
き
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
気
付
き
も

得
ら
れ
た
。
今
後
も
、
皆
さ
ま
か

ら
問
題
提
起
を
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
発
展
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
れ
ば
い
い
」
な
ど

と
語
っ
た
。

社
会
課
題
解
決
に
向
け
政
策
共
創

Ｅ
Ａ
Ｊ
、政
治
家
と
科
学
者
に
よ
る
対
話
の
会

　 　

対話の会冒頭あいさつする新妻参院議員
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